
当該技術は農林水産省委託事業「食料生産地域再生のための先端技術展開事業」の成果です。

・三陸沿岸南部の栽培に適した普通大豆や黒大豆を選定しました（写真左）。
・登熟期間の気温が低いと良質の紫黒米を収穫できます（写真中央）。
・基肥多肥栽培により紫黒米・低アミロース米を多く収穫できます。
・三陸地域特有の気象条件を反映した栽培指標の地図を作成しました（図）。

技術の概要

期待される効果

加工に適した稲・大豆の新品種の導入と高品質栽培技術

【お問い合わせ先】
国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構

（東北農業研究センター） TEL：019-643-3540

・普通大豆「シュウリュウ」の導入で既存品種より約2割多く生産できます。黒大
豆の生産ができます。
・「朝紫」を導入し、基肥多肥栽培することで、色素（シアニジン-3-グルコシド）
が多い（約2～3mg/g）紫黒米を6％～17％多く生産できます（図）。
・「きらほ」を導入し、基肥多肥栽培することで、低アミロース米を27％～37％多
く生産できます（図）。
・現地の気象を反映した栽培適地マップで、作期設計をサポートします。
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